
フ

ラ

ン

シ

ス
●

ロ

ー

ウ

ェ

ル

ー

ア
メ
リ
カ
産
業
革
命
初
期
の
企
業
者
1

水

原

正

亨

剛　

は
　
じ
　
め
　

に

　

ア

メ

リ

カ

に
お

け

る

産
業

革

命

は
木

綿

工
業

に

お

い

て
開

始

さ

れ

た

が
、

サ
.ミ

ュ

エ
ル

・
ス

レ
ー

タ

ー

留

日
器

一
ω
巨

2

に
よ

っ
て
始

め
ら

れ

た

い
わ

ゆ

る

「
ロ
ー

ド

・
ア
イ

ラ

ン
ド
型

」

の
木

綿

工
場

と

ボ

ス

ト

ン
商

人
、

フ
ラ

ン

シ

ス

・
キ

ャ
ボ

ヅ
ト

・
ロ
ー

ウ

ェ
ル

「
尽
琴

一ω

9

1

げ
9

い
o
≦
亀

に

よ

っ
て
始

め

ら

れ

た

「
ウ

ォ

ル
サ

ム
型

」

の
木

綿

工
場

と

に
よ

っ
て

発
展

し

た

こ
と

は
周

知

の
と

お

り

で
叛

乱
。

一
七

九

〇

年

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　ビ
　

に

ス

レ
!

タ

ー

は

ア

メ
リ

カ

に
初

め
て

ア

ー

ク

ラ
イ

ト

式
紡

績
機

を
導

入

し
、

工

場

制

度

を

確

立

し

た
。
.
つ

い
で

一
八

一
三
年

に

フ

ラ

ン
シ

ス

・
ロ
!

ウ

ェ
ル
に

よ

っ
て
設

立

さ

れ

た

「
ボ

ス
ト

ン
工

業
会

社

」

ゆ
。
ω
ε
昌

ζ

き

三
碧

ε
ユ
ロ
σq

O
o
ヨ
窓

越

は

ス

レ
ー

タ

ー
が

設

立

し

た

工
場

に

比
較

し

て
近

代

的

大

工
場

と

い
う

点

で
有

名

で
あ

る
。

　

こ

の

よ
う

な

産

業

革

命

期

に
お

い
て

企
業

者

活

動

は

そ

の
時

代

的

・
経

済

的

・
政

治

的

・
社

会

的

背

景

さ

ら

に

は
企

業

の

経
営

政

策

と
意

思

決

定

に
よ

っ
て
変

化

す

る
も

の
で

あ

る
。

企

業

者

活

動

は
個

々

の
企

業

家

の
意

思

決

定

の
し

か

た

に

よ

っ
て
多

様

で
あ

私
腿

、

ロ
ー
ウ

ェ
ル
は

ど

の

パ

タ

ー

ン
に
属

す

る

で
あ

ろ

う

か
。

　

本
稿

に

お

い
て

は

ボ

ス
ト

ン
商

人

フ
ラ

ン

シ

ス

・
ロ
!

ウ

ェ

ル
に

つ

い
て

「
ボ

ス
ト

ン
工
業

会

社
」

の
設

立

を

中

心

に

サ

ミ

ュ

エ
ル

・
ス

レ

　

　

　

　

　

フ
ラ

ン
シ
ス

.
ロ
ー
ウ

ェ
ル
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ニ
四

一



　
　
　
　
　
　
フ
ラ
ン
シ
ス

・
ロ
!
ウ

ェ
ル
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ニ
四
二

!

タ

ー
と

比

較

す

る

こ
と

に
よ

っ
て

そ

の
企
業

者

活

動

に

つ
い

て
検

討

し
た

い
。

　

(1
)
　
こ
の
分
類
は
ア
メ
リ
カ
綿
工
業
に
つ
い
て
そ
の
資
本
形
態
か
ら
の
分
類
で
あ
る
。
日
本
の
学
説
は
、
土
着
小
資
本
で
あ
る

「
ロ
ー
ド
.
ア
イ
ラ
ン
ド
型
」
綿
業
と
商
業
資
本

　
　
　
で
あ
る

「
ウ
ォ
ル
サ
ム
型
」
綿
業
と
の
産
業
資
本

へ
の
転
化
を
め
ぐ

っ
て
、
つ
ま
り
産
業
革
命
の
担

い
手
を
め
ぐ

っ
て
土
着
小
資
本
の
成
長
に
よ
る
産
業
革
命
の
遂
行
と
両
者

　
　
　
に
よ
る
遂
行
と
い
う
二
説
に
わ
か
れ
る
。
本
稿
に
お
い
て
筆
者
は
両
者
に
よ
る
遂
行
と
い
う
立
場
か
ら
フ
ラ
ン
シ
ス
.
ロ
ー
ウ
ェ
ル
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

　

(
2
)

水
原
正
亨

「
ア
メ
リ
カ
産
業
革
命
初
期
の
企
業
者
、
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ス
レ
ー
タ
!
」

(『彦
根
論
叢
』
第

一
五
〇
号
)
お
よ
び
同

「
ス
レ
1
タ
ー
工
場

に
お
け
る
労
務
管
理
」

　
　
　

(『彦
根
論
叢
』
第

一
五
八

。
一
五
九
合
併
号
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　

(3
)　
渡
辺
喜
七

「
ポ
ス
ト
ソ
工
業
会
社
の
技
術
革
新
」
　
(『
経
営
史
学
』
第
七
巻
第
二
号
)
、
五
八
-
九
頁
の
注

(
1
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　

一
一　

フ
ラ

ン
シ

ス

・
ロ
ー

ウ

ェ
ル
と

ボ

ス
ト

ン
工
業

会

社

の
設

立

　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

(2
)

　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　

(1
)

　

フ
ラ

ン

シ

ス

・
ロ
ー
ウ

ェ
ル

(
一
七
七
五
-

一
八

一
七
)
と

ボ

ス
ト

ン
工

業
会

社

に

つ
い

て

は

数

多

く

の
研

究

が

す

で

に

存

在

し

て

い

る

の

で

こ

こ

で

は
そ

の
概

略

に
と

ど

め
、

彼

の
企

業

者

動

機

に

つ

い
て
若

干

ふ

れ

よ

う
。

　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

(3
)

　

ロ
ー

ウ

ェ
ル
家

は

い
わ
ゆ

る

「
ボ

ス
ト

ン

・
ア

ソ

シ

エ
ッ

ツ
」

の

一
員

と

し

て

一
九

世

紀

初

期

以
来

木

綿

工
業

を
初

め
と

す

る
諸

分

野

に

お

い
て
活

躍

し

た
。
そ

の
中

心
人

物

フ
ラ

ン

シ

ス

・
ロ
!

ウ

ェ
ル
は

一
七

七

五

年

四
月

一
七

日

マ

サ
チ

ュ
セ

ッ
ツ
州

の

ニ

ュ
ー
ベ

リ
ポ

ー
ト

Z
Φ
≦
1

げ
旨

鴇
宕

躊

で
生

ま
れ

た

。

彼

の
先

祖

ピ

ー

シ
バ

ル

・
ロ
ー

ウ

ェ
ル

℃
$

身

包

い
。
芝
亀

は

一
六

三
九

年

に

商

人

と

し

て

イ

ギ

リ

ス

の
ブ

リ

ス

　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

(4
)

ト

ル
か
ら

移

民

し
、

祖

父

ジ

ョ
ン

・
ロ
ー

ウ

ェ
ル

雪

ぎ

い
o
毛
色

(
一
七
〇
四
-

六
七
)

は
教

会

の

牧

師

で

あ

っ
た
。

父

ジ

ョ

ン

・
ロ
ー

ウ

ェ

ル

(
一
七
四

三
-

一
八
〇
二
)

は

一
七
六

〇

年

に

ハ
ー
バ

ー

ド

大
学

を
卒

業

し

ニ

ュ
ー

ベ

リ
ポ

ー

ト
で

弁

護

士

を

し

て

い

た
。

一
七

六

七
年

セ
ー

ラ

ム

置

Φ
日

の

ヒ
ギ

ン

ソ

ン
家

の
娘

サ
ラ

・
ヒ
ギ

ン

ソ
ン

ω
o
冨
ゴ

霞

σq
σq
ぎ
。・8

と

結

婚

し

た
が

サ

ラ

は

一
七

七

二
年

亡

く

な

り

、

つ

い
で

ジ

　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

　う
　

ヨ
ン

は
彼

女

の
従
妹

の

ス

ー
ザ

ン

・
キ

ャ
ポ

ッ
ト

Q自
島
⇔
ロ

O
p
げ
9

と
結

婚

し

え
。

彼

女

と

の

間

に

フ
ラ

ン

シ

ス

.
ロ
ー

ウ

ェ
ル
が

生

ま

れ

た

の

で
あ

る
。

フ

ラ

ン

シ

ス

の
母

ス
:

ザ

ン
は

二
年

以

内

に
亡

く

な

っ
た

が

一
八

七

八
年

三
番

目

に

レ
ベ

ッ
カ

・
ラ

ッ

セ

ル

・
テ

ィ
ン
夫

人

勾
?

　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

(6
)

げ
Φ
§

国
信
器
①
=

同
旨

σq

と

結
婚

し

た
。

つ
ま
り

戸
ー

ウ

ェ
ル
家

は

ヒ
ギ

ソ

ソ

ン
家

、

キ

ャ
ポ

ッ
ト
家

、

ラ

ッ
セ

ル
家

と

い

う

大
商

人

と
巨

大

な



親

戚
集

団

を

形

成

す

る

こ

と

に

な
り

"

こ
れ

が
後

に

ロ
ー

ウ

ェ
ル
家

を

工
業

活

動

に
向

か

わ

せ

る
遠

因

と

な

っ
た
。

・一
方

ジ

ョ
ン

は

一
七

七

七

年

に

は
ボ

ス

ト

ン

に
移

っ
た
が

、

ボ

ス

ト

ン

法

曹

界

の

中

心
人

物

と

な

り

一
七

八

九

年

に

は

連

邦

判

事

に

任

命

さ

れ

て

ジ

ャ

ッ
ジ

・
ロ
ー

ウ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ハセ
　

エ
ル
と

し

て
有

名

を

は

せ

た
。

一
方

一
七

八

四
年

に

は

ボ

ス
ト

ン
に

お

い

て

一
族

と

と

も

に

マ
サ

チ

ュ
セ

ッ
ツ
銀

行

を

開

設

し
、

ジ

ョ
ン
は

し

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　　
　

ば

ら
く

の
間
、

出

納

長

Ω
閉
ゴ
2

と

し

て

勤

務

し

た
。

　

フ
ラ

ン

シ

ス

.
ロ
ー

ウ

ェ
ル
は

こ

の
よ

う

な
環

境

に
あ

っ
て
、
　

一
七

八
九

年

ハ
ー
バ

ー

ド

大
学

に

入
学

し

て
法

律

を

専

攻

し
、

一
七

九

三

年

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　　
　

卒

業

し

た
。

彼

は
数

学

に

お

い

て
非

凡

な

才

能

を
有

し

て

い

た
。

彼

は
卒

業

後

ほ

ど
な

く

ビ

ジ

ネ

ス
界

に
入

っ
た
。

当

時

貿

易

は
繁

栄

期

で
あ

り

家
系

の

つ
な
が

り
が

最

上

と

さ
れ

る

時

で
あ

っ
た
。

フ
ラ

ン

シ

ス
の
最

初

の
事

業

は
母

の
弟

ウ

ィ
リ

ア

ム

・
キ

ャ
ポ

ッ
ト

芝

讐

鈴
ヨ

O
筈

2

と

の
パ

ー
ト

ナ
ー

シ

ッ
プ

に

よ

る
貿

易

業

で
、

そ

の
間

フ
ラ

ン

ス
、

カ

ナ
ダ

そ

れ

に
ア

メ
リ

カ

の
沿

岸

諸

州

を

く

ま

な

く

旅

行

し

て
知

識

を

取

り

入

れ

た
。

一
七
九

八
年

に

は
彼

は

ハ
ナ

・
ジ

ャ
ク

ソ

ン

国
弩

ロ
浮

管

。厨

8

と

結

婚

し
、

義

弟

(
ハ
ナ
の
弟
)
ジ

ャ
ク

ソ

ン

℃
⇔
霞
げ
犀

目
鬘
2

智

。器

o
p
、

貿

易

商

ア

ッ
プ

ル
ト

ン
Z
9
夢

磐

>
b
且
①
8
口

お

よ

び

カ

ッ
テ

ィ
ン
グ

q
H
貯
ゴ

〇
三

岳
p
σq

と

パ

ー
ト

ナ

ー

シ

ッ
プ

を

結

ん

で
貿

易

事

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　ゆ
　

業

を
拡

大

し

た
。

こ

の
事

業

は
八

隻

の
船

舶

を
使

用

し
、

ジ

ャ

ッ
ジ

・
ロ
ー

ウ

ェ
ル
の
財

産

を

投
資

し

て

行

な

わ

れ

た
。

一
八
〇

二
年

、

ジ

ャ

ッ
ジ

.
ロ
ー

ウ

ェ
ル
は

他

界

す

る

が
、

そ

の
遺

産

を
受

け
継

い

だ

フ
ラ

ン
シ

ス

・
ロ
ー
ウ

ェ
ル
は

一
八
〇

四
年

に

は
彼

の
経

営

す

る
醸

造

所

に

注

目

し

た
強

力

な

商

社

旨

m
民

↓
●
=
・
℃
①
蒔

一器

と
提

携

し

た
。

一
八

〇

五
年

に
は

ロ
ー

ウ

ェ
ル
と

カ

ッ
テ

ィ

ン
グ

は
ブ

ロ
ー
ド

・
ス
ト

リ

ー

ト

の
拡

張

に
投

資

し
、

そ

こ

に
倉

庫

を
建

設

し
、

一
八

〇

七
年

に

は
道

路

工

事

や

波

止

場

の
建

設

に

投
資

し
、

銀

行

業

、

不

動

産

業

に
ま

で

　

　

　

　ね
　

手

を
広

げ

た

。

ま

た

ジ

ャ

ク

ソ

ン
家

の

三
兄

弟

と
東

洋

や

ス
ペ

イ

ン
貿

易

の

た

め

の

パ

1
ト

ナ

ー

シ

ッ
プ

を

結

ん

だ
。

こ

の

よ
う

な

貿

易

活

動

に

よ

っ
て

財

を

な

し

た
商

人

は

ア

メ
リ

カ
東

部

沿

岸

地

方

で

は
数

知

れ

ず

、

ま

さ

に
黄

金

時

代

と
呼

ぶ

に

ふ

さ

わ

し

か

っ
た

。

ロ
ー
ウ

ェ
ル
は

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　　
　

ま
だ

三

五

才

で
あ

っ
た

け

れ

ど

も

一
八

一
〇

年

ま

で

に
相

当

な
財

産

を

蓄

積

し

た

よ
う

で
あ

る
。

　

し

か

し

な
が

ら

こ

の
繁

栄

も

終

り

を
告

げ

よ

う

と

し

て

い

た

。
英

仏

戦

争

に
よ

る
影

響

か

ら

一
八
〇

七
年

に

は
出

港

停

止

令

↓
富

国
ヨ
げ
霞
σq
o

　

　

　

　

　

フ
ラ

ン
シ
ス

.
ロ
ー
ウ

ェ
ル
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

.　

　

　

　

　

　

　

　

　

二
四
三



　
　
　

　
　

フ
ラ
ン
シ
ス
・
ロ
!
ウ
ェ
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ニ
四
四

>
9
、

一
八
〇
九
年
に
は
通
商
禁
止
令

↓
冨

Z
o三
馨
臼
8
母
ω①
>
9

が
公
布
さ
れ
英
仏
両
国
と
そ
の
植
民
地
と
の
通
商

が
禁
止
さ
れ
た
。
さ

ら
に

一
八

一
二
年

の
第
二
次
米
菓
戦
争
は
貿
易
業
に
決
定
的
な
打
撃
を
与
え
、
商
人
は
資
本
の
投
資
を
国
内
産
業
と
く
に
木
綿
工
業
や
羊
毛
工

業

に
向

け
始
め
た
。

一
七
九
〇
年
に
始
ま
る
ス
レ
ー
タ
ー
の
木
綿
工
場
の
成
功
は
、

こ
れ
ら
の
投
資
家
の
注
目
の
的
と
な

っ
た
。

こ
う
し
て
い

わ
ゆ
る

「木
綿
工
場
熱
」

.、8
一8
昌
貯
。8
q

h①く
2
..
が
荒
れ
狂
い
始
め
、

一
八

一
〇
年
ま
で
に
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
操

業
し
て
い
る
工
場
は

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ぜ
　

ほ
ぼ
三
〇
〇
も
存
在
し
た
の
で
あ
る
。

　
同
年

こ
の
よ
う
な
貿
易
の
衰
退
期
に
ロ
ー
ウ
ェ
ル
は
も
と
も
と
病
弱
で
あ

っ
た
こ
と
と
と
も
に
事
業
の
上
で
の
気
分
転
換
を
兼
ね
て
家
族
を

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　は
　

伴

っ
て
イ
ギ
リ
ス
へ
渡

っ
た
の
で
あ

っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
に
到
着
し
て
ロ
!
ウ

ェ
ル
は
各
地
を
訪
問
し
た
が
、

一
八

一
一
年

の
冬

に
は
静
養

に
き

た
貿
易
商
人
と
い
う
ふ
れ
こ
み
で
、
さ
り
げ
な
い
様
子
を
し
な
が
ら
ラ
ン
カ
シ
ャ
!
の
木
綿
工
場
を
観
察
し
、
機
械
に

つ
い
て
熱
心
に
質
問
し

た
。
注
目
す
べ
き
は

ロ
ー
ウ

ェ
ル
が

ロ
バ
ー
ト

・
オ
ー
ウ
ェ
ン

勾
o
げ
①誹

O
芝
①昌
に

よ

っ
て
経
営
さ
れ
て
い
た

二
』

1

・
ラ
ナ
ー
ク

Z
①名

園
諺

爵

の
大
規
模
な
木
綿
工
場
を
訪
問
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

ロ
ー
ウ

ェ
ル
は

ニ
ュ
ー

・
ラ
ナ
ー
ク
で
オ
ー
ウ
ェ
ン
の
家
庭
に
滞
在
し
、
つ

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　あ
　

ぶ
さ
に
工
場
を
観
察
し
た
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
ボ

ス
ト
ン
の
商
人
仲
間
の

ア
ッ
プ

ル
ト
ン
が

エ
ジ
ン
バ
ラ
の

ロ
ー
ウ

ェ
ル
を
訪
問
し
た
と

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　

き
、

ロ
ー
ウ
ェ
ル
は
ア
メ
リ
カ
に
木
綿
工
場
を
建
設
す
る
決
意
を
彼

に
披
露
し
、
ア
ッ
プ
ル
ト
ン
は
支
援
す
る
こ
と
を
約
束
し
た
の
で
あ

っ
た
。

ロ
ー
ウ

ェ
ル
は

一
八

一
二
年
、
第
二
次
米
菓
戦
争
が
勃
発
す
る
直
前
に
滞
米
し
た
。

　

ロ
ー
ウ

ェ
ル
は
た
だ
ち
に
ボ
ス
ト
ン
の
商
人
仲
間
に
計
画
を
う
ち
明
け
て
出
資
を
募

っ
た
。
そ
れ
は
紡
績
か
ら
織
布

ま
で

一
貫
生
産
す
る
授

権
資
本
金
四
〇
万
ド
ル
の
木
綿
工
場
で
あ

っ
た
。
す
な
わ
ち
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
初
め
て
力
織
機
を
備
え
た
ボ
ス
ト
ン
工
業
会
社
が
こ
こ
に
誕

生
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

一
八

一
二
年

の
終
り
ご
ろ
か
ら

ロ
ー
ウ
ェ
ル
は
義
弟
ジ
ャ
ク
ソ
ン
と
力
織
機
の
製
作
に
着
手
し
て
い
た
が
、

一
八

一

三
年
二
月
二
三
日

マ
サ
チ
ュ
セ
ッ
ツ
州
議
会
に
よ

っ
て
設
立
認
可
さ
れ
、
同
年
夏
、

つ
い
に
力
織
機
の
モ
デ
ル
を
製
作
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　り
　

七
か
し
実
用
に
は
億
ど
遠
か

っ
た
の
で
、

一
〇
月
に
ア
ム
ス
ベ
リ
ー

♪
ヨ
①
。・び霞
網

の
機
械

工
ポ
!
ル
.
ム
!
デ

ィ

寄

己
一
]≦
。
。画
図
を
工
場
長



。・后

Φ
活
旨
魯

詩
箕

と

し

て
招

い

た
。

一
方

九
月

に

は
資

金

調

達

を

開

始

し

、
　

一
〇

月

に
は

設

立
総

会

を
開

催

し

た
。

二

月

に

ば

チ

ャ
ー

ル
ズ

河
畔

の
ウ

ォ

ル

サ

ム
に
第

一
工
場

の
建

設

が

始

ま

り

一
八

一
四
年

の
夏

の
終

り

ま

で

に
工

場

の
建

設

は

ほ
ぼ

完

成

し
、

秋

に

は

つ

い
・
に
力

織

機

を
完

成

し

た

の
で
あ

っ
た
。

か
く

し

て

二
〇

〇

〇

錘

の
紡

錘

と
力

織

機

と

を
備

え

た
第

一
工
場

が

設

立

さ

れ
、

一
八

一
六
年

に

は

三

五

〇

〇

錘

の
紡

錘

と

力
織

機

と

を
備

え

た
第

二

工
場

が

設

立

さ

れ

た
。

　

最

初

の

工
場

は

地

下

を
含

め

て

五
階

建

の

レ

ン
ガ

造

り

で
、

地

下

に
は
動

力

と

し

て
水

車

が

設

け

ら

れ
、

機
械

工
場

ヨ
p
・
三
p
。

。。
ゴ
o
℃

が

あ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(18
)　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(19
)

り

一
階

は
枕

綿

雪

の
紡

績

準

備

工

程
、

二
階

は
紡

績

、

三

、

四

階

は
織
布

と

そ

の
準

備

工

程

の

た

め

に
用

い
ら

れ

た
。

こ

の

工

場

の
特

徴

は
、

ω

授

権

資

本

金

四
〇

万

ド

ル

(最
終
的
に
は
六
〇
万
ド

ル
)

の
株

式

会

社

で
あ

る

こ
と

、

㈲

紡

績

か

ら
織

布

ま

で

一
貰

生

産

体

制

を

整

え

て

い
た

こ
と

、

㈲
取

締

役

会

を

中

心

と

し

た
組

織

的

な

管

理

体

制

を

確

立

し

た

こ
と
、

㈲
寄

宿

者

制

度

を
取

り
入

れ

た

労

務

管

理

を
採

用

し

た

こ
と
、

㈲
新

し

い
会

計

制

度

を

取

り

入

れ

た

こ
と
、

⑥
綿

布

の
販

売

に

か

ん

し
て

ω
①
一一ぎ
σQ

p
σq
①
暮

に
委

ね

る

と

い
う

販

売

管

理
制

度

を
採

用

し

た

こ

と
等

で
あ

っ
た
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(20
)

　

一
八

一
五
年

九

月

に
初

め

て
販

売

し

た
布

は
少

量

で
あ

っ
た
が

そ

の
販

売

高

は
次

第

に
増

加

し

た
。
　
一
八

一
五
年

に

は

二
、

九

八

七

ド

ル
、

一
八

一
七
年

八
月

三
〇

日
ま

で

の

一
年

間

で
は

三

四
、

四

三

ニ

ド

ル
、

一
八

二

二
年

ま

で
年

販

売

高

は
最

高

の

三

四

五
、

○

○

○

ド

ル
に

の
ぼ

っ
た
。

第

二
次

米

菓

戦

争

が

終

わ

る

と
、

外

国

か
ら

安

価

な
綿

布

が

流

入

し

た

が

ボ

ス
ト

ン
工
業

会

社

は

そ

れ

に
対

抗

で
き

る

ほ
ど

安

価

に
大

量

に
生

産

で

き

た
。

　

フ
ラ

ン

シ

ス

・
ロ
ー

ウ

ェ
ル
は

一
八

一
七

年

に
他

界

し

た

が

、

息

子

六

人
中

長

男

ジ

ョ
ン

H
o
プ
づ

〉
・
ピ
o
芝
Φ
目

は

父

の
跡

を
継

ぎ

、

一
八

二

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　れ
　

七
年

-

一
八

四

四
年

ま

で

は

ト

レ
ジ

ャ
ラ

ー
、

一
八

四

四
-

一
八

七

七

年

ま

で

は
社

長

に

就
任

し

た

の
で
あ

る
。

　

(
1
)
(
2
)　
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ロ
ー
ウ

ェ
ル
お
よ
び
ボ
ス
ト
ン
工
業
会
社
に
関
す
る
文
献
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
<
甘
8
磐
ω
.
9
鬻
ぎ

韓
駕

ミ
鳩
o、
N§

触ミ
誉
9
ミ
禽

　

　

　
ミ

、ミ

§

ミ

聯
盟

ミ
塁
層
HΦb。ρ

2
0≦

網
。鱒
℃
<
o
一●
ご
9
δ
一言
。
岡
●
乏
霞
ρ

↓
捧
恥
寄

ミ
黛
≧
§

寒

寒
§

概
O
ミ
、§

さ

鶯
ミ
誉
亀
ミ

食

切
o
ω
po炉

一㊤ω
一
"

　

　

　
<
①
B

し〔
三
笑
ヨ
呂
噂
肉
8
§
ミ
苛

鶉
.無
ミ
ヒ
ミ

Q
寄

ミ
ミ
掩
↓
o
§
き
Z
oユ
冨
ヨ
讐
o
口
℃
一㊤ω
㎝
…
Ω
8
「
ぴq
。
ω
.
臼
ぴ
ρ

↓
譜

⑦
§
曾
卜
§

恥
、、
寒

息
勲

9

口き
ユ
骨
9

　

　

　

　

　
.
フ
ラ
ン
シ
ス

・
ロ
ー
ウ

ェ
ル
　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

戸　
　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

二
四
五

　

　

　

　

　

　

　

　

'



フ

ラ

ン

シ

ス

。

ロ

:

ウ

ェ

ル

'

二
四
六

　
　

一〇91
0
一
日
置
o雪
国
ω
ρ

O
O
o
『
儲
5
"
切
Q
鴇
o
襲

箕
o
、兄

o、

缶
ミ
鳴
鳥
qミ
・・
切
ミ
紙
鳶
鳴物
勲

℃
「
一口
o
o
8
P

一Φ
㎝O"
(邦
訳
松
本
}男
訳
、　
『
ア
メ
リ
カ
的

経
営

の
史
的
発

展
』
昭

　
　
和

三
七
年
、
時
事
通
信
社
)
、　
閑
oσ
o幕

尻
.
ピ
国
ヨ
げ
、

..目
ず
o
国
目
窪
o
質
o口
¢露

営

α
窪
Φ
O
o
日
ヨ
唇

詳
ざ
..
ノ<
≡

す
3

]≦
一一一窪

o
二
二

さ

§

幅鳶

切
§

§

跨
ρ

Z
o
≦

　
　
吋
。
Nぎ

お
8

…
井
上
忠
勝

『
ア
メ
リ

カ
経
営
史
』　

(神
戸

大
学
経
済
経
営
研
究
所
、
昭
和
三

六
年
)、
豊
原
治
郎

『
ア
メ
リ

カ
産
業
革
命
史
序
説
』

(未
来
社
、
昭
和

三
七
年
)

　
　
中
村
勝
己

『
ア
メ
リ
カ
資
本
主
義

の
成
立
』

(
日
本
評
論
社
、
昭
和

四

一
年
)、

平
出
宣
道

「
フ
ラ

ン
シ
ス

・
ロ
ー
ウ

ェ
ル

ー

-
ア
メ
リ

カ
資
本
主
義

史
上
の
人

々

②
1

」

　
　

(『
経
済

セ
ミ
ナ
ー
』

一
九
五
七
年

八
月
号
)
、
鳥

羽
欽

一
郎

「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
近
代
企
業
家
の
発

生
」
　
(社
会
経
済
史
学
会
編

『
近
代
企
業
家

の
発
生
』

有
斐
閣
、
昭
和

　
　
三
八
年
)
、
水
原
正
亨

「
ア
メ
リ
カ
産
業
革
命
初
期
に
お
け
る
企
業
形
態
」

(『
彦
根
論
叢
』
第

一
四

二
号
)、

渡
辺
喜

七

「ボ

ス
ト

ン
工
業
会
社

の
設
立
と
企
業
者
動
機
」

(『経

　
　
済
経
営
論
叢
』
第

五
巻
第

一
号
)、
同
氏

「
ボ

ス
ト
ン
工
業
会
社
の
技
術
革
新
」
　
(『
経
営
史
学
』
第

七
巻
第

二
号
)。

(
3
)
　
ボ

ス
ト
ン

・
ア
ソ
シ

エ
ッ
ツ
の
経
営
活

動
に

つ
い
て
は

弓
■
ρ

O
o
oぼ

四日
9・
口
負

≦

●
竃
≡

①
き

目
ず
o
>
σq
①
o
h
国
馨
o円
石
ユ
ω
ρ

Z
①
≦

吋
o
「ぎ

お
お
噛
署

・
謬

-
謬

嚇

　
　
↓
・
ρ

O
o
n
訂
嘗

"
o
ロ
.
9
け二

署

.
島
i
膳
ω"
認

1
9

$
一
8

(邦
訳
松
本
訳
、
前
掲
書
、
六
〇
1

二
、
七

四
一
九
、
九
〇
一
六
ペ
ー
ジ
)
、　

〈
.
ω
■
Ω
鍵
ぎ

0
7

9
e二

　
　
く
o
一.
一噂
や

経

9

豊
原
治
郎
、
前
掲
書
、
三

六
一
五
八
ペ
ー
ジ
、
を
参
照
さ
れ

た
い

。

(
4
)
　
渡
辺
喜
七

「
ポ

ス
ト
ソ
工
業
会
社

の
設
立
と
企
業
者
動
機
」
六
七
ベ
ー
ジ
、
同
氏

「
ボ

ス
ト
ン
工
業
会
社
の
技

術
革
新

」
六
三

ペ
ー
ジ
。

(
5
)
(
6
)

男
・
訳
・
智

ヨ
ρ

8

●
9
什二

7

㊤
メ

(
7
)　

渡
辺
喜
七

「
ポ

ス
ト
ソ
工
業
会
社

の
設
立
と

企
業
者
動
機
」
六
八
ペ
ー
ジ
。

(
8
)
　
閃
・
区
・
冨

暮

舳
o
U
.
9
け
二

〇
・
り
。。
・

(
9
)

P

匂Q
」
9

び
び

8

卿
聾

こ

も
.
9

(10
)
　
国
●
民
.
冨

日
げ
噛
o
や

9
梓二

や

㊤
。。
・
ジ

ャ
ッ
ジ

。
ロ
ー
ウ

ェ
ル
は

一
七
九
三
年
以
来

の
英
仏
戦
争
中

二
〇
万
ド

ル
蓄
積
し
た
と

い
わ
れ
て
い
る
。

(11
)
　
O
.
Q自
.
O
ま
げ
噂
o
や

9
けニ

ウ

㎝
.
渡

辺
喜

七

「
ボ

ス
ト
ン
工
業
会
社
の
設

立
と
企
業
者
動
機
」

六
九
ペ
ー
ジ
。

(
12
)
　
ρ

ω
■
9

び
び
噛
oや

o
詳
二

〇
●
0・

(13
)　

目三

9

戸

『
●

(14
)
　
ギ
ブ

O
・
ρ

O
ま
げ

に
よ
る
と
、

ロ
ー
ウ

ェ
ル
の
渡
英
は
四

つ
の
理
由

か
ら
で
あ

っ
た
。

一
、
彼

も
妻
も
病
弱

で
あ

っ
た
。

二
、

当
時
病
弱
な
ボ

ス
ト
ン
の
資

産
家

は
静
養

　
　
と
治
療

の
た
め
に
イ
ギ

リ
ス

へ
出

か
け
た
。
三
、
知
識
階
級

の
う
ち
若
干

の
も

の
は
静
養
先
を
イ
ギ
リ

ス
に
求

め
た
。

四
、

ロ
ー
ウ

ェ
ル
は
彼

の
階
級

お
よ
び
事
業

と
異

っ
た

　
　
雰

囲
気

の
中

で
子
供

の
教
育
を
成
就

し
よ
う
と
し
た
。
　
(O
等
ダ

o
㍗

o
詫

魅
や

躯
)

　
　
　
し
か
し
ギ
ブ
が

「
こ
の
時
期

に
お
け
る
長

い
外

国
旅
行
は
商
業
上

の
動
機
が

ほ
と

ん
ど
な
か

っ
た
と

い
う
こ
と

は
な
い
で
あ
ろ
う
。」

(
ぎ
昼

ロ
』

)
と
述

べ
て
い
る
が
、

　
　
貿
易

に
変

わ
る
事
業
を
企

て
る
た

め
の
旅
行
で
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
も
推
測

で
き
よ
う
。

ロ
ー
ウ

ェ
ル
が

「
木
綿

工
場
熱
」

を
見

て
い
た
で
あ
ろ
う
と

い
う
こ
と
、

ま
た
失
敗

　
　
は
し
た
が

母
方
の
叔

父
が
ビ
バ

リ
ー
で
木
綿

工
場
を
経
営
し
た
こ
と
も

念
頭

に
お
か
ね
ば
な
ら
な

い
。

(15
)　
平

出
宣
道
、
前
掲
論
文
、

五

一
i

ニ
ベ
ー
ジ
。

(16
)　

ρ

ω
●
O
ま
ダ

o
や

9
け二

や

◎。・
渡
辺
喜
七

「
ボ

ス
ト

ン
工
業
会
社

の
設
立
と

企
業
者
動
機
」
七
三
べ
!
ジ
。

(17
)
　
ポ

ー

ル

。
ム
ー
デ

ィ
」
に
つ
い
て
は

O
.
ω
'
0
5
げ
b
o
℃
・
9
けこ

や

這
・
な
参

照
さ
れ
た

い
。



(18
)

(
19
)

(20
)

(
21
)

　
ボ

ス
ト
ン
工
業
会
社
を
設
立
し
た
フ
ラ
ン
シ
ス

・

準
を
設
定
す
る
。

た
だ
し
、

い
う

こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
。

　
本
節

で
は
ロ
ー
ウ

ェ
ル
の
企
業
者
活
動
を
、
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ス
レ
一
夕
ー
の
そ
れ
と
比
較
し
な
が
ら
考
察
し
た
い
。

e

資

本
　
調

達

　

一
八

一
三
年
資
本
金
四
〇
万
ド
ル
の
株
式
会
社
ボ
ス
ト
ン
工
業
会
社
を
設
立
し
よ
う
と
し
た
ロ
ー
ウ
ェ
ル
の
冒
険
に
対
し
て
は
製
造
業
に
対

す
る
認

識
が
高
ま

っ
て
い
る
時
期
と
は
い
え
否
定
的
な
意
見
が
多

か
っ
た
。

キ
ャ
ポ

ッ
ト
家
の
叔
父
達

は
木
綿
工
場
ビ
バ
リ
ー
工
場
の
失
敗
と

　
　
　
　
　

(2
)

い
う
経
験
が
あ
り
、
ま
た
当
時
貿
易
の
停
滞
に
よ

っ
て
新
し
い
投
資
先
を
探
し
て
い
た
商
人
も
こ
の
大
胆
な
計
画
に
は
な
か
な
か
加
わ
ら
な
か

っ
た
。

例
え
ば

ロ
!
ウ

エ
ル
が

ロ
ン
ド
ン
滞
在
中
に
最
初
に
計
画
を
う
ち
明
け
、
支
援
を
約
束
し
た
有
力
な
ボ
ス
ト
ン
商
人
ア
ッ
プ

ル
ト
ン
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(3
)

さ
え

一
万
ド
ル
の
出
資
要
請
に
対
し
て
五
、
○
○
○
ド
ル
を
や

っ
と
出
し
た
だ
け
で
あ

っ
た
。
ま
た

ロ
ー
ウ

ェ
ル
や
ジ

ャ
ク
ソ
ン
と
義
兄
弟
に

あ
た
る

ヘ
ン
リ
ー

・
リ
ー

出
①霞
目
ピ
①①
は
ロ
ー
ウ

ェ
ル
の
計
画
を

「幻
想
的
で
あ
り
、
危
険
に
満
ち
た
計
画
で
あ
る
。
彼
は
狂

っ
て
い
る
」

　
　
　
　
　

フ
ラ
ン
シ
ス
・
ロ
ー
ウ
ェ
ル
　
　
　
　
　
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
四
七

渡
辺
喜
七

「
ボ

ス
ト
ン
工
業
会
社

の
技
術
革
新
」
六
六
-
七

ペ
ー
ジ
。

井
上
忠
勝
、
前
掲
書

、
七

一
!

ニ
ベ
ー
ジ
、
豊
原
治
郎
、
前

掲
書
、

一
=

一

二
ペ
ー
ジ
。
渡
辺
喜
七

「
ボ

ス
ト

ン
工
業
会

社
の
設
立
と
企
業
者
動
機
」

六
三
-

五
べ
:
ジ
。

ρ

ψ

〇
一び
ダ

O
O
●
O
津
二

Ψ

N⑦
●

<
.
oo
三
p。評
日
蝕5
℃
o
"
.
6
謬
二

℃
.
ω
㊤・

　

　

　

　

　

　

三

　

企

業

者

と

し

て

の

評

価

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ー

サ
ミ

ュ
エ
ル

・
ス
レ
一
夕
ー
と
の
比
較
を
中
心
に
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ー
ウ

ェ
ル
を
企
業
者
と
し
て
評
価
す
る
た
め
に
、
次
の
よ
う
な
五
項
目
の
一
般
的
な
基

　
　
(-
)
す
な
わ
ち
、
e
資
本
調
達
、
⇔
技
術
導
入
、
㊨
組
織

の
形
成
、
㈲
市
扮
の
開
拓
、
国
社
会
と
の
関
係
、
の
五
項
目
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
基
準
は
あ
く
ま
で
も
本
稿
に
お
け
る
分
析

の
た
め
の
も

の
で
あ

っ
て
、
企
業
家
の
特
徴
が
こ
の
五
項
目
に
限
定
さ
れ
る
と



、

　
　
　
　
　

フ
ラ
ン
シ
ス
・
ロ
ー
ウ
ェ
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、　
　
　
　
　
　
　
　

二
四
八

　
　

(4
)

と
述

べ
た
。
し
か
し
ロ
ー
ウ
ェ
ル
は
義
弟
ジ
ャ
ク
ソ
ン
を
は
じ
め
と
す
る
知
人
を
説
得
し
て
合
計

一
〇
万
ド
ル
確
保
し
て
新
会
社
を
ス
タ
ー
ト

　

　　
　

さ
せ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
九
に
対
し
て
サ
ミ

ュ
エ
ル

・
ス
レ
一
夕
ー
の
場
合
、
最
初
は
プ

ロ
ヴ

ィ
デ
ン
ス
の
商
人
モ
!
ゼ
ス
・
ブ
ラ
ウ
ン
の
も
と
に
雇
用
さ
れ
、
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(6
)

か
る
後
に
そ
の
蓄
積
を
も

っ
て
自
分
の
工
場
を
建
設
し
た
。
そ
の
形
態
は
パ
ー
ト
ナ
!
シ
ッ
プ
を
と
り
、
自
己
資
本
の
蓄
積
に
よ

っ
て
工
場
を

新
設

し
て
い

っ
た
。

　

ロ
ー
ウ

ェ
ル
は
ボ

ス
ト
ン
工
業
会
社
を
株
式
会
社
組
織
に
し
た
の
で
あ
る
が
、

マ
サ
チ
ュ
セ
ッ
ツ
州
で
は

一
八
三
〇
年
に
有
限
責
任
制
を
承

認
さ
れ
る
ま
で
株
式
会
社
は
無
限
責
任
制
で
あ

っ
た
。
し
た
が

っ
て
株
式
会
社
と
は
い
っ
て
も
近
代
的
な
そ
れ
と
は
程
遠
く
、
株
式
の
公
募
も

さ
れ
ず
に
資
本
調
達
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

の
場
合
よ
り
も
株
式
会
社
の
方
が
株
式
引
受
人
の
数
の
多
い
点
が
異

な
る

に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
結
局
、

ス
レ
ー
タ
ー
の
行

っ
た
パ
ー
ト
ナ
!
シ
ッ
プ
と
あ
ま
り
差
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

⇔

技

術

導
　
入

　

一
七
九
〇
年
、
当
時
ジ

ェ
ニ
ー
紡
機
よ
り
優
れ
た
紡
績
機
が
存
在
し
な
か

っ
た
ア
メ
リ
カ
に
、
大
量
に
糸
を
生
産
で
き
る
ア
ー
ク
ラ
イ
ト
型

紡
績
機
を
導
入
し
た
の
は
ス
レ
一
夕
ー
で
あ

っ
た
。

ス
レ
ー
タ
ー
の
成
功
に
よ

っ
て
た
ち
ま
ち
近
隣
諸
州
に
紡
績
工
場
が
数
多
く
建
設
さ
れ
る

こ
と

に
な

っ
た
。
さ
ら
に
ス
レ
ー
タ
ー
は

一
八
〇
三
年
に
は
イ
ギ
リ
ス
か
ら
弟
ジ

ョ
ン
を
呼
び
よ
せ
、
ミ

ュ
ー
ル
紡
績
機
を
導
入
し
た
。

ス
レ

ー
タ
ー
の
行

っ
た
技
術
革
新
は
何
も
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、

こ
れ
ら
の
機
械
を
導
入
し
た
点
で
ア
メ
リ
カ
に
対
す
る
そ
の
貢
献
度

は
測
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　
　

　

ロ
ー
ウ

ェ
ル
も
力
織
機
を
導
入
し
た
点
で
ス
レ
ー
タ
ー
と
比
較
し
て
遜
色
が
な
い
。

ス
レ
ー
タ
が
ウ
ィ
ル
キ
ン
ソ
ン
の
力
を
借
り
た
よ
う
に

ロ
ー
ウ

ェ
ル
も
ポ
ー
ル
・
ム
ー
デ
ィ
の
力
を
借
り
た
。
し
か
し
ロ
ー
ウ
ェ
ル
の
数
学
的
才
能
は
当
時
の
数
学
者
が
賞
賛

し
て
い
る
ほ
ど
で
あ

っ

　
　
　
て
、
そ
れ
を
機
械
製
作
に
応
用
し
た
。
こ
の
力
織
機
は
イ
ギ
リ
ス
の
ミ
ラ
ー
型
の
織
機
に
近

い
と
い
わ
れ
、
最
初
か
ら
広
幅
の
綿
製
品
の
生
産



言

的
と
・
て
い
た
の
で
サ
イ
ズ
が
太
き
か
撃

力
繋

の
導
入
は
生
産
の
速
度
を
あ
げ
・
婦
女
圭

人
で
二
台
の
力
織
機
を
馨

で
き
・

一
八

一
七
年
五
月
-
八
月
に
は
三
三
人
の
織
布
工
が
五
八
台
の
力
織
機
を
操
作
し
て
い
る
の
で
あ
範
。

つ
ま
り
生
産
性
が
向
上
し
、

ス
レ
ー
タ

!
が

前
貸
制
度
で
織
布
を
行

っ
た
場
合
の
ヤ
ー
ド
当
り
の
賃
金
の
%
に
切
り
下
げ
た
の
で
あ

っ
浦
酬

　
か
く
し
て
そ
の
経
済
効
率
は
高
か
っ
た
の
で

ロ
ー
ウ

ェ
ル
の
力
織
機
は
そ
の
後

ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
綿
工
場
に
採
用
さ
れ
て
つ
い
に
は

手
織

機
を
駆
逐
す
る
に
至
る
の
で
あ
る
。

⇔
　
組

織

の

形

成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　む
　

　
株
式
会
社
ボ

ス
ト
ン
工
業
会
社
の
経
営
組
織
の
中
心
は
取
締
役
会
で
あ

っ
た
。
第

一
回
の
株
主
総
会
で
、

ロ
ー
ウ

ェ
ル
、
ジ

ャ
ク
ソ
ン
、

ア

ッ
プ

ル
ト
ソ
、
ソ
ー
ン
ダ
イ
ク

H。・鑓
9
円
ゲ
oヨ
9
犀
①
冒

ロ
イ
ド

冒
日
窃

口
o琶

の
五
人
が
取
締
役
に
選
出
さ
れ
、
ジ
ャ
ク
ソ
ン
は
ト
レ
ジ

ャ
ラ
ー
に
任
命
さ
れ
た
。
ト
レ
ジ

ャ
ラ
ー
は
高
額
の
給
料
を
支
給
さ
れ
て
管
理
業
務
に
専
念
し
た
。
ト
レ
ジ
ャ
ラ
ー
の
下
に
は
工
場
長

(。・に冨
-

.一コ仲。諺
氏。p
け
。.
h螢。一。蔓

。σ・舞
)
が
い
て
、
工
場
内
の
全
従
業
員
の
管
理
、
職
長

o
〈
巽
。。Φ霞

の
指
揮
監
督
、
機
械
や
建
物

の
建
設
を
担
当
し
た
。
.

工
場
長
の
下
に
は
各
部
門
の
職
長
が
配
置
さ
れ
各
部
門
の
労
働
者
を
訓
練
し
監
督
し
た
の
で
あ
翻
酬

　
こ
れ
に
対
し
て
ス
レ
ー
タ
ー
の
場
合
は
ス
ー
パ
ー
イ
ン
テ
ン
デ
ソ
ト
以
下
の
組
織
を
有
す
る
に
す
ぎ
ず

オ
ー
ナ
ー
が

ス
!
パ
!
イ
ソ
テ
ン
デ

ソ
ト
を
兼
ね
て
い
る
場
合
が
多
か

っ
た
。
ボ

ス
ト
ン
工
業
会
社
で
は
さ
ら
に
販
売
組
織
た
る

・。Φ霞
目
σq
⇔αq①三

が
形
成

さ
れ
労
務
管
理
に
寄
宿

舎
制
度
が
採
用
さ
れ
た
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
組
織
は
ロ
ー
ウ

ェ
ル
の
考
案
に
負

っ
て
い
る
か
ど
う
か
不
明
で
あ
る
。
彼

は
創
立
以
来
機
械
工
場

に
お
い
て
機
械
の
製
作
に
取
り
組
み
ジ
ャ
ク
ソ
ン
が
ト
レ
ジ
ャ
ラ
ー
と
し
て
そ
の
経
営
能
力
を
発
揮
し
た
か
ら
で
あ
魂

。
た
だ

ロ
ー
ウ
ェ
ル
が

ジ

ャ
ク
ソ
ン
に
相
談
を
う
け
て
い
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
は
寄
宿
舎
制
度
等
を
み
て
も
容
易
に
推
測
で
き
る
。

㈲
　
市

場

の

開

拓

　
ボ

ス
ト
ン
工
業
会
社
は

。。亀
ぎ
σq
⇔α奄
Φ三

な
る
独
立
の
市
場
販
売
機
構
を
も
ち
、

こ
れ
を
通
じ
て
自
社
の
生
産
品
を
商
品
化
し
て
喩
ガ
。
こ

　
　
　
　
　

フ
ラ
ン
シ
ス
.
ロ
ー
ウ
ェ
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
四
九



　
　
　
　
　

フ
ラ
ン
シ
ス
・
ロ
ー
ウ
ェ
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
五
〇

の
機
構
に
は
多
数
の
委
託
販
売
人
た
る

⇔σq
①暮

が
存
在
し
た
。

ス
レ
一
夕
ー
の
場
合
、最
初
は
ア
ー
、ミ
ー
・ブ
ラ
ウ
ン
を
利
用
し
た
が
つ
い
に
商

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　あ
　

社
を
買
収
し
直
接
管
理
す
る
方
向
に
向
か

っ
た
。
後
に
ボ
ス
ト
ン
工
業
会
社
に
出
資
し
た
人
々
を
含
め
た
ボ
ス
ト
ン

・
ア
ソ
シ
エ
ッ
ツ
は
自
己

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　り
　

の
綿
業
会
社
の
製
品
の
販
売
を
第
三
者
に
委
ね
ず
に
自
己
の
販
売
会
社
に
お
い
て
独
占
的
に
販
売
し
た
。

国
　
社
会
と
の
関
係

　
企
業
の
第

一
目
的
が
利
潤
追
求
で
あ
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
が
、
し
か
し
そ
れ
の
み
で
あ
ろ
う
か
。
そ
う
で
な
い
と

こ
ろ
に
企
業
者
活
動
の

特
徴
が
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

ロ
ー
ウ

ェ
ル
は
貿
易
活
動
の
停
滞
に
よ
る
投
資
の
は
け
口
と
し
て
の
み
こ
の
綿
工
業

に
投
資
し
た
わ
け
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　
　

な
い
。
ア
メ
リ
カ
経
済
の
発
展
を
願
う
愛
国
心
に
も
と
づ
い
て
行
動
を
起
こ
し
た
の
で
あ

っ
た
。

か
く
し
て
第
二
次
米
菓
戦
争
後

の
不
況
下
に

お
い
て
ロ
ー
ド

・
ア
イ
ラ
ン
ド
型
綿
工
業
の
不
況
を
救
済
す
る
た
め
に
、

ロ
ー
ウ

ェ
ル
は
ア
ッ
プ

ル
ト
ン
と
共
に
新
し

い
関
税
の
期
間
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　め
　

て
話

し
あ
う
目
的
で
ポ
ー
タ
ケ
ッ
ト
を
訪
ず
れ
、
綿
工
場
主
に
力
織
機
の
導
入
を
説
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め

に
、

ロ
ー
ウ
ェ
ル
は
特

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　カ
　

許
機
械
の
販
売
を
行
な

っ
た
の
で
あ

っ
た
。
こ
れ
は
特
許
料
を
取

っ
た
け
れ
ど
も
特
許

の
解
放
に
つ
な
が

っ
た
。

ス
レ
ー
タ
ー
も
特
許
を
取
ら

ず
、

ア
ー
ク
ラ
イ
ト
式
紡
績
概
の
普
及
は
経
済
の
発
展
に
役
立

つ
こ
と
と
な

っ
た
。
ボ
ス
ト
ン
工
業
会
社
の
労
務
管
理

は
寄
宿
舎
制
で
知
ら
れ

て
い
る
が
、
そ
れ
は
労
働
力
と
し
て
農
村
の
婦
女
子
を
雇
用
す
る
た
め
に
始
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
ロ
1
ウ

ェ
ル
が
イ
ギ
リ
ス
滞
在

中
に

ロ
バ
!
ト

・
オ
ー
ウ

ェ
ン
の
工
場
を
見
学
し
た
時
に
そ
の
発
想
は
な
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
が
何
よ
り
も
ま
ず
宗
教
上
の
理
由
つ
ま
り
ピ

ュ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　れ
　

ー
リ
タ
ニ
ズ
ム
と
結
び
つ
い
て
い
る
。
当
時
の

ニ
ュ
ー

・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
農
村
は
ピ

ュ
ー
リ
タ
ニ
ズ
ム
の
影
響
が
強
く
、
遠
く
親
元
か
ら
離

れ
て
生
活
す
る
こ
と
は
道
徳
的
堕
落
に
つ
な
が
る
と
い
う
風
潮
が
強
か
っ
た
。
そ
こ
で
女
工
に
厳
格
で
は
あ
る
が
豊
か
で
楽
し
い
寄
宿
舎
生
活

を
さ
せ
る
と
と
も
に
ピ

ュ
ー
リ
タ
ニ
ズ
ム
に
よ
る
宗
教
的
教
育
を
ほ
ど
こ
し
、
.地
域
社
会
に
奉
仕
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ

っ
た
。

ス
レ
ー
タ

　
　
　

ハお
　

一
の
場
合
は

一
七
九
三
年
日
曜
学
校
を
開
き
子
供
か
ら
大
人
ま
で
教
育
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。

ま
た
子
供
を
多
く
雇
用

し
た
が
、
訓
練
を
う
け

た
も

の
が
独
立
し
て
自
分
の
工
場
を
持
つ
も
の
も
多
く
、
彼
の
工
場
は
機
械
工
と
職
工
の
メ
ッ
カ
と
よ
ば
ぬ
て
ニ
ュ
!

.
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
経
済



に
大

い
に
役

立

っ
た

の
で

あ

る
。

ボ

ス
ト

ン
工
業

会

社

に
お

い

て
雇

用

さ

れ

た
機

械

工
も

ス
レ

ー

タ

ー

の
訓

練

し

た
機

械

工

が
多

か

っ
輪
唱

以

上

の

よ
う

に
、

ス

レ
ー

タ

!

の
場

合

も

、

ロ
ー

ウ

ェ
ル

の
場

合
も

地

域

社

会

に
貢

献

し

て

い
る

の
で
あ

る
。

　

(
1
)　
前
掲
拙
稿

「
ア
メ
リ
カ
産
業
革
命
初
期
の
企
業
者
、
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ス
レ
!
タ
ー
」
の
な
か
で
、
シ
ュ
ム
ベ
ー
タ
ー
お
よ
び
コ
ー
ル
の
考
え
る
企
業
者
概
念
を
も
と
に
ス
レ

　
　
　
:
タ
ー
の
企
業
者
活
動
を
評
価
し
た
の
で
あ
る
が
、
本
稿
に
お
い
て
も
そ
れ
と
同
様
の
分
析
方
法
を
用
い
た
い
。

　
(
2
)
(3
)　
ρ

ψ

O
ぴ
ぴ
"
oO
●
o
謬
二

や

⑩
●

　
(
4
)

渡
辺
喜
七

「
ボ
ス
ト
ン
工
業
会
社
の
設
立
と
企
業
者
動
機
」
八

一
ペ
ー
ジ
。

　
(
5
)　
ボ
ス
ト
ン
工
業
会
社
の
出
資
者
と
出
資
金
に
つ
い
て
は
次
の
表
の
よ
う
に
な
る
。

先
メ
7
冥
H
淋
恥
件
O
雰
沸
蔚
鞭
瞭
鍾
曽
雲
μ
営
演
磐
嫡
晦

勺
讐

ユ
O
弁

]
り
.
日
p
o
評
ひ肛
o
昌

司
門
P
口
∩
冨

司
・
H
O
≦
O
=

O
冨

ユ

O
O
楓
p
o
評
ω
o
口

臼
p
ヨ

o
ω

匂
p
∩
犀
ω
o
戸
」

同
の
冨

O
一
幽門
げ
O
円
口
巳

犀
O

H
巽
"
0
一
目
サ
O
目
口
象

評
①
H
畦
・

匂
o
ゴ
ロ

○
◎
δ

2
卑
9

>
℃
箕
08
口

q
ユ
魯

O
鼻

茸
"
oq

雍ロゆi露
鋒藁加お
　撫 継歯
8一切一

〇O
一
〇

H
Oδ㎝G日

戸。。
一ω甜

㊤
泣

軽
四

蔚

曝

命

懸

魯
悼
P
8
0

一伊
08

一ρ
8
0

伊
0
8

一ρ
0
8

Hρ
8
0

一
ρ

O
O
O

9
0
8

凱
b
8

悼
　
朝

卦
　
瞼

(端
額

。
)

魯
N
9
8

0

同
伊
8

0

一ρ
8

0

㎝
噸
8

0

一ρ
8
0

一ρ
8
0

　ρ
8
0

㎝
嚇
O
O
O

ω
』
8

粛瓠灘
　 　 バ

賢鵯回

$騨
額滞
」 冷婁

N
O5一

〇
、

切
目
〇

一
〇

一
〇凱ω

船
卜。
ρ

0
8

旨
噛
0
8

一P
O8

9
㎝
8

一ρ
8
0

　ρ
8
0

り
』
8

9
8
0

ド
、
切
8

黙

ω
回

蔚

銀

導
　
賢

㎝
O

ω
O

Q◎
O

一
〇

N

O

N

Oδ

竃騨
額琳
」 降夢

観
ら
。。
"
0
8

ω
一
鴨
8

0

N
P

㎝
O
O

一
ρ
08

N
ρ
8
0

N
ρ
08

一
9
8
0

φ
　
　
琴

笛

。。
。。
噂
0
8

曾
る
8

お
る
8

b。
9

切
8

　

　

　

,

劇
ρ

0
8

心
ρ
0
8

一
㊤
噛
8

0

b。
8

㎝
8

幽
℃
8

0

謙
融
〉
伴
θ
圏
鶏

日

1

昏

H
、
マ
θ

黙

謎

黙

ぐ
、
冗
文
伴
欝
函

℃
●

黙

せ

、

、

叉
O

℃
●

℃

ぐ

、

罵

叉
δ

醤
〉

ミ趾
〉

篇
-

将
H

、
▽
θ

、
西
1

〒
斗

!

ロ
ー

将
H

、マ
θ

、
西
1

7
斗

-

フ

ラ

ン
シ

ス

・
ロ
ー
ウ

ェ
ル

二
五

一



フ

ラ

ン

シ

ス
　

ロ
:
ウ

ェ
ル

二
五
二

冒

B
o
ω

ピ
一
〇
団
自

切
ω
ど

四
日
一
口

O
g

冨

ヨ

≦

⇔
【
『
O
口

∪
β
9
0
口

℃
四
三

]≦
o
o
四
望

O

・

ピ
o
o

切9◎N
H8

伊
0
8

ρ
8
0

卜。
"
O
O
O

一〇
ρ
8
0

伊
0
8

ω
噂
0
8

卜。
る

O
O

一
る
8

一
8

㌧
8

0

ωN膳雪

ρ
8
0

卜。
噂
0
8

心
℃
O
O
O

α
O
O

O
評
8

0

①心
一
刈

時」
O
ω

9
0
8

㎝
り
切
O
O

ミ

噸
0
8

N
O
ω
b
O
8

9
8
0

　
b。
℃
0
8

ρ

切
O
O

一

・・§

。

α
8
　

9

お
ρ
8

0

渇
〉

π
1

q

H
、
▽
θ

懲

潤

ロ

ー

可

H
、
マ
O

黙

潭

詞
曲
C
詩
藻
露
H

　
　
　

ド
　
圧
ヨ
　
慨
メ

7
叉
H
鵜
殿
畔
θ
細
頚
貰

一
.
撒
oO
.
塾
一〇酷
貨
O
霜
鳥
9

　
　
　

N
・　
麟
凶
嘱
"

「
㍉
メ

デ
叉
H
櫛
距
洋
θ
弾
機
配
陣
藩
鰍
攣
驚
」
oQNl
◎Q
λ
一
寒
片
O
"
一曲
寄
島
。

(6
)
　
ス

レ
ー
タ
ー
の
資
本
調
達

に
つ
い
て
は
拙
稿

「
ア
メ
リ
カ
産
業
革
命
初
期

の
企
業
者
、
サ

ミ

ェ
エ
ル

・
ス
レ
!
タ
ー
」
九

六
、　
一
〇
六
ぺ
!
ジ
を
参

照
さ
れ

た
い
。

(7
)
　
ボ

ス
ト
ン
工
業
会
社

の
技

術
革
新
は
最
初
、
力
織
機
だ
け

に
限
ら
れ
、
紡
績
機

は
す

べ
て
ス
レ
ー
タ
一
式
の
も

の
が
購
入
さ
れ
た

(
ρ

ω
.
O
ぎ
ダ

o
や

9
叶二

召

』

。。
一

　
　
器
)。

そ
れ

ら
の
紡
績
機
が
改
良
さ
れ

て
他
社

へ
販
売
さ
れ
る
よ
う
に
な

る
の
は

ロ
ー
ウ

ェ
ル
が

他
界
し
て
か
ら
の

ム
ー
デ

ィ
ー
の
努
力

に
よ
る
。
　
こ
れ
ら
の
技
術
革
新

に
つ

　
　
い
て
は

(
O
。
ω
●
O
ぴ
豆

。
や

9
一二

署

■
ωω
1
ω
O
・渡
辺
喜
七

「
ボ

ス
ト

ン
工
業

会
社
の
技
術
革
新

」
七
三
一

八
ペ
ー
ジ
)
を
参
照
さ
れ
た

い
。

(8
)
　
O
.
ω
■
O
ぴ
7

0
旭
■
9
梓ニ

マ

G。
ρ

(9
)　
渡
辺
喜

七

「
ポ

ス
ト
ソ
工
業
会
社

の
技

術
革
新
」
六
八
-
九

ぺ
:
ジ
。

(10
)　
同
氏
、
同
論
文
、
六
九

ペ
ー
ジ

お
よ
び
七
二
ペ
ー
ジ

の
注

(
28
)。

(11
)　
同
氏
、
同
論
文
、
七
〇

ペ
ー
ジ
。

(12
)

同

氏
、
同
論
文
、

六

一
ペ
ー
ジ

に
ボ

ス
ト
ン
工
業
会
社

の
管
理
組
織
が
図
示
さ
れ
て
い
る
。
引
用

し
て
み
よ
う

(次
頁
参
照
)。

(13
)

同

氏
、
同
論
文
、

六
〇
ー

ニ
ベ
:
ジ
。

(14
)
　
O
●
ω
.
O
ま
ρ

o
唱
.
9
帥.も
■
NQ。
.

(15
)
　
一げ
一3

℃
o
・
○。ω
1
り
P

㊤
b。1
ω
"
一
。。ω
1
リ
ド

豊
原
治
郎
、
前
掲
書
、

二
二
ペ
ー
ジ
。

(16
)

拙
稿

「
ア

メ
リ
カ
産
業
革
命
初
期

の
企
業
者
、

サ
ミ

ュ
エ
ル

。
ス
レ
ー
タ
ー
」
九

一
一

五
ベ
ー
ジ
参
照
。

(17
)　

中
村
勝

己
、
前
掲
書
、

一
=
一四
一

五
ペ
ー
ジ
。

(
18
)
　
渡
辺
喜

七

「
ボ

ス
ト
ン
工
業
会
社

の
設
立
と
企
業
者
動
機

」
七
六
-
七

ペ
ー
ジ
。

(
19
)
　
同
氏
、
同
論
文
、
七
七
ペ
ー
ジ
。

O
●
ω
.
O
ま
び
噸
8

.
9
けこ

噂
.
b。①
・

(
20
)
　
一σ
=
ニ

サ

ω
ゆ・



弘
遠

7
《
H
懸
恥
窪

㊦
欝
欝

一
ω
§

誓
象

。・
土

　
　
　

「

一)
凶㎏
①
O
け
O
N
o唐

(
勺
『
O
ω
冠
Φ
口
貯
)

マ
睾

8
ぎ
上
↓

一
記
露
飾醸
㎎

　
　

　
　
　
　
一

}　

切
一母
O
三
口
瞬

間
㊤
9
0
門
冤

　

　

　

(
≦
巴
片『
四
日
)

　
　
　
　

　

一

「　
　

ω
麟
O
O
二
μ
8
目
α
σ
口
け

　

　

　

(
≦

ρ①
一
け
冨

ヨ
)

　
　
　
　

　
　

一

=

ω
。
三
口
・q
韓

醐
器

.ρ
芝
餌
.Ω
一

ζ

凶
O
三

口
o

oα
『
o
℃

O
目

色
ロ
ゆq

ω
且
琶

一品

「

u
§

・冨

芝

B

〈
『
oq

●

∩
暫く
O
機
ω
O
O
『

7
日9
0
7
一口
剛の
け
田

[

o
§

・
8
・

O
℃
O
H
9
臨
く
0
ω

一

〇
§

器
。
・

O
O
O
H
m
窪
く
①
ω

6
}〈
Φ
「
ω
O
O
機

O

℃
Φ
H
国
窪
く
¢
oo

6
}く
O
『
駒o
O
O
触

「

o
"
。韓

冨

・

(　 　(　　(
232221
)　 )　 )

　

ド

　
圧
諏

"
切
8
8

昌
ζ
睾

自

鴛

言
ユ
目
oq
O
o
ヨ
g

ξ

・
=
き

ロ
い
。
【
ぢ
登

く
。
r
ド

<
。
一.
b。
》
<
9
.
。。
9

<
o
r

冨
醐

汁
O
斎
蔦
9

　

bo
●　
賄
閤
暇
ぽ

「
銭
メ

7
叉
H

櫛
か
畔
O
跡
繋
桝
蝋

」
露

λ
1
格
知

O
"
[漣

。

平

出

宣

道
、

前

掲

論

文

、

五

三

ペ

ー

ジ
。

拙

稿

「
ス

レ
ー

久

万

工
場

に

お
け

る

労

務

管

理

」

一

一
〇

1

一
ペ

ー
ジ

。

O
■
ω
噌

O
び

び
噛
o
ワ

o
淳
二

℃
●
切
幽
・

四
　
結

び

　
本
稿

に
お
い
て
ア
メ
リ
カ
産
業
革
命
初
期
に
お
け
る
木
綿
工
業
企
業
者
と
し
て
フ
ラ
ン
シ
ス

・
ロ
ー
ダ

ェ
ル
を
と
り
あ
げ
て
検
討
し
た
。

ロ

ー
ウ

ェ
ル
の
設
立
し
た
ボ
ス
ト
ン
工
業
会
社
は
、

ス
レ
ー
タ
ー
に
始
ま
る
ロ
ー
ド

・
ア
イ
ラ
ン
ド
型

の
紡
績
工
場
よ
り
も

は
る
か
に
近
代
的
な

大
資
本

の
工
場
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
果
し
て
そ
う
で
あ
ろ
う
か
。
と
り
わ
け
資
本
金
が
問
題
で
あ
る
。
払
込
資
本

は

一
〇
万
ド
ル
に
す

ぎ
な
い
の
に
授
権
資
本
金
四
〇
万
ド
ル
が
、
あ
た
か
も
設
立
時

の
調
達
資
本
の
如
く
に
扱
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
〇
万
ド

ル
の
資
本
と
い

　
　
　
　
　
　
フ
ラ
ン
シ
予

ロ
ー
ウ
。
ル
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ニ
五
三

辱



　
　
　
　
　

ア
テ
ソ
シ
ス
・
〒

ウ
ェ
ル
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ニ
五
四

え
ば

、

ロ
:

ド

・
ア
イ

ラ

ン
ド
型

の
工

場

の
平

均

資

本

金

の

二
、

三
倍

に
す

ぎ

ず

斗

調

達

方

法

も

公
募

で

は

な

い

の
で
あ

る

か
ら

パ

ー

ト

ナ

L

シ

ッ
プ

と

な

ん

ら
変

わ

ら

な

い
の

で
あ

る
。

第

一
工

場
、

第

二
工

場

の
紡

績

錘

数

が

そ

れ

ぞ

れ

二
、

○

○

○
、

お

よ

び

三
、

○

○

○

錘

で
あ

る

か

ら
、

紡

績

だ

け

を
比

較

す

れ
ば

ス

レ
ー

タ

ー

の

工
場

と

等

し

い
か

そ

れ
以

下

で
あ

る
。

ま

た

ニ

ュ
ー

ヨ
ー

ク
や

ペ

ン

シ

ル
バ

ニ
ア
、

そ

れ

に

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　　
　

イ

ギ

リ

ス
に

は

そ

れ
以

上

の
工
場

が
多

数

存

在

し

た
。

　

そ

の
他

の
点

で

は

ロ
!

ド

・
ア

イ

ラ

ン
ド

型

の

工
場

よ

り

も

ボ

ス
ト

ン
工
業

会

社

の
方

が

よ
り

近

代

的

で

あ

る

と

い
え

る

が
、

は

る

か

に
近

代

的

で
あ

る

と

は
言

え

な

い
で

あ

ろ

う
。

例

え

ば

技

術

の
導

入
と

い
う

点

で

は
力

織

機

を

開

発

し

た

け

れ

ど

も
紡

績

機

は

ス

レ
ー

タ
ー
型

の
機

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　　
　

械

を

購

入

し

て
使

用

し

て

い
る

の

で
あ

る
。

　

し
か

し

な

が

ら
、

会

計
制

度

、

取

締

役

会

、

販

売

機

構

、

労

務

管

理

な

ど

近
代

的

な
経

営

に

つ
な

が

る
新

し

い
試

み

が

な

さ

れ

て

い
る

点

で

は

不
完

全

と

は

い
え

評

価

し

て
交

差

え

な

い
で
あ

ろ
う

し
、

力

織

機

の
導

入

に

よ

る
織

布

の

一
貫

生

産

工

場

の
出

現

は

画

期

的

で

あ

る
。

　

ロ
!

ウ

ェ
ル

の
企

業

者
活

動

は

労
務

管

理

な
ど

の
経

営

面

に
も

及

ん

で

い
る

が
、

最

も

強

調

さ

る

べ
き

点

は
力

織

機

の
制

作

と

い
う
技

術

面

で
あ

ろ

う
。

そ

れ

は
紡

績

か

ら
織

布

ま

で

一
貫

生

産

体

制

の

工
場

の
設

立

こ
そ
最

も

重

要

な
点

で
あ

る

か
ら

で
あ

る
。

こ

の

よ
う

な
観

点

か

ら

ロ
ー
ウ

ェ
ル
は
、

ス

レ
ー

タ

ー
と

同

様

、

技

術

者

が

企

業
創

始
者

と

な

る
典

型

を

示

し

て

い

る
と

考

え

ら

れ

る

の

で
あ

る
。

　

以

上

の
よ

う

に
本

稿

で
は
、

フ

ラ

ン

シ

ス

・
ロ
ー
ウ

ェ
ル
に

つ

い
て

の
考

察

を

主

目

的

と

し

て

い
る

の
で
、

ボ

ス
ト

ン
工

業
会

社

に

つ
い

て

は

ロ
!

ウ

ェ
ル
が

他

界

す

る
時

点

ま

で

ほ
ん

の
数

年

し

か
取

扱

っ
て

い

な

い
。

ボ

ス
ト

ン

工
業

会

社

は

そ

の
後

驚

異

的

に

発

展

し
、

ポ

ス
ト
.

ソ

・
ア

ソ

シ

エ

ッ
ツ

に

よ

る
同

型

の
木

綿

工

場

が
輩

出

す

る

が
、

そ
れ

は

と

り
も

な

お

さ
ず

ボ

ス
ト

ン
工

業

会

社

が

先

駆

的

な

役

割

を

十

分

に

果

し

て

い

た

こ
と

を
物

語

っ
て

い

る
。

　

(
1
)　
O
.
ω
.
O
ま
ρ

o
ロ
●
o
謬
こ
遣
口
』
らQl
膳
・

　

(
2
)　
Hσ
昼

署
.漣
1
9
　
も

っ
と
も
、　

一
八

一
七
年
以
後
に
は
、

ポ
ー
ル
・
ム
ー
デ
ィ
ー
の
改
良
が
成
功
し
、
新
し
い
紡
績
機
械
を
開
発

.
販
売
す
る
よ
う
に
な
る

(
O
・
oe
・

　

　
　
O
子
互

噂
Ψ
ωO
l
幽
切
)。


